
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 美ら島 e-net（遠隔学習）システムの概要 
「美ら島e-net（遠隔学習）システム」は，ネットワークを活用した沖縄県の離島へき地の児
童生徒の学習を支援し本県教育の課題である「学力向上」と「情報活用能力の育成」を図ること
及び教職員の研修の支援を目的に沖縄県立総合教育センターに構築されたシステムです。このシ
ステムは，学習管理システム」，「コミュニケーションシステム」，「教育情報共有システム」
からなり，次の特徴を持っています。 
○ 学習者はネットワークを介して「いつでも，どこでも，学習者のペースで」学習するこ
とができます。  
○ 教師は学習者の学習の進度や理解状況をリアルタイムに把握し，効果的な指導ができま
す。 
○ ビデオ配信機能や電子掲示板，電子メール，TV会議（ビデオチャット）による双方向
コミュニケーション機能を利用し遠隔地での学習を支援することができます。  

 
また，システム導入のねらいは，次の３点となっています。 
○ 離島へき地の少人数や複式学級におけるネットワークを活用した自学自習活動によって
学習指導の改善・充実を図り，地域格差を是正します。  
○ 離島・へき地校において同システムを活用し，合同学習や交流学習を取り入れることで
コミュニケーション能力を育成します。  
○ 教職員研修において，ネットワーク教材（e-ラーニングシステム）を活用した研修を取
り入れ，研修を効果的なものとします。  

本講座では，様々な機能を紹介するとともに，それぞれの操作方法に関するマニュアル「オン

ラインマニュアル」を確認するとともに，幅広い活用が期待される「TV会議システム」と児童
生徒の学習履歴を蓄積し学習状況を把握できる「学習管理システム」の活用について進めていき

ます。  

美ら島ｅ-ｎｅｔ（遠隔学習） 
システムの活用 
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２ パーソナルポータルサイトの画面構成 
美ら島 e-net（遠隔学習）システムへのログイン画面は，「http://chura.open.ed.jp/」または
ＩＴ教育総合案内サイト(http://www.open.ed.jp/)からアクセスすることができます。 
各利用者は，配布された各自のログイン名とパスワードを入力することにより，パーソナ

ルポータルサイトにログインできます。学校内におけるシステムの利用者は，サブ管理者，

教師，児童生徒の３者に区分されており，それぞれの目的に応じて各機能の利用権限が異な

ります。そのため，パーソナルポータルサイト表示に若干の違いがあります。また，サブ管

理者は，校内利用者のパスワードと校内掲示板の管理が主なため，担当責任者を明確にする

必要があります。 

 

２．１ ログイン 

 
(1) 検索エンジンで「ＩＴ教育センター」 
と検索し，ＩＴ教育総合案内サイトへ 
アクセスします。 

 
   ＩＴ教育総合案内サイトトップ画面 
 にある「美ら島 e-net（遠隔学習） 
システムログ画面」のリンクボタン 
をクリックします。      

 
 
 
(2) 右のログイン画面が表示されたら， 
  ログイン名とパスワードを入力し 
ます。 

 
 
 
 
 
      

利用者権限一覧表 

機  能 サブ管理者 教  師 児童生徒 

学習管理システム ○ ○ ○ 

教育情報共有システム  ○ ○ 

ラ イ ブ 配 信  ○  

T V 会 議 シ ス テ ム  ○ ○ 

パ ス ワ ー ド 変 更 ○ ○ ○ 

パスワード初期化 ○   

児 童 生 徒 一 覧  ○  

掲 示 板 機 能 ○ ○ ○ 

メ ー ル 機 能  ○ ○ 
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ログインすると，画面左上に氏名・所属・年組のユーザ情報が表示されます。各機能の利

用は，リンクされたボタンをクリックすることでトップ画面が表示されます。 
画面中央には，校内用の「学校からのお知らせ」とＩＴ教育センターから全利用者向けの

「システムからのお知らせ」サイトが常時表示され，一斉連絡に活用できます。 
さらに，画面下の「パスワード変更」や「担当児童生徒一覧」により，利用者が随時自由

に変更や登録・修正を行うことができます。 

機 能 紹 介

ログイン画面
ＩDとパスワードを入力しログインすると
パーソナルポータルサイトが表示され，

用意されたリンクボタンにより各機能を利用することが
できる

教育情報共有システム
授業や調べ学習に役立つ良質
なコンテンツを利用しやすい
ように分類・蓄積している

学習管理システム
登録された教材を学習の進捗
状況や理解情報を把握しなが
ら指導を行うことができる

ＴＶ会議
音声・映像による
双方向のリアル
タイムな情報交換

が行える。また，チャットやホワイトボー
ド，デスクトップの共有，リモート操作と
いったサブ機能も搭載しており，会議の充
実を図ることができる

掲示板
校内用掲示板及び複数学校で
共有可能な交流学習用掲示板が
あり，静止画像の表示やファイル
の添付機能も備えている

ログイン情報

メール
メール機能は，ID・パスワード
を取得した全ての児童生徒及び
教師が利用可能である。教師の
送受信は制限していないが，児童
生徒については安全性を配慮し，
担当教師としか送受信できない
よう制限している

パスワード変更への
リンクボタン

ライブ配信
総合教育センターや県立学校
から配信された映像・音声を
リアルタイムに視聴すること
ができる

児童生徒一覧への
リンクボタン

 
 
 



ICT教育研修テキスト 

２．２ オンラインマニュアル  

  パーソナルポータルサイトの画面右上に，各システムや機能の操作に関するオンライン

マニュアルが設けられており，利用者が適宜閲覧できます。教師と児童生徒では利用でき

る機能が異なるため，それぞれのマニュアルに分類されており，オンラインマニュアル画

面の右上で切り替えることができます。 
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
(1) 教師用マニュアルの内容 

  ① パーソナルポータル 
○ログイン  ○お知らせ  ○最近利用した教材  ○RSSリーダー 

  ② 掲示板 
   ○トピックの作成  ○記事の書き込み 
  ③ メール（Webメール） 
   ○メールのあて先  ○メールの内容 
  ④ TV会議 
  ⑤ オンライン学習 

 
(2) 生徒用マニュアルの内容 

  ① パーソナルポータル 
○ログイン  ○お知らせ  ○最近使った教材  ○お気に入り 

  ② 掲示板 
   ○言葉づかいに注意しよう  ○よくたしかめよう 
  ③ メール（Webメール） 
   ○メールのあて先  ○よくたしかめよう 
  ④ TV会議 
   ○TV会議への参加  ○ちゅうい 
  ⑤ オンライン学習 

 
 
 
 
 
 
 

○○先生 
○○学校 

○年○組 
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３ ＴＶ会議システムの概要  
３．１ ＴＶ会議の参加者 

(1) ミーティング開催者 

     美ら島 e-net（遠隔学習）システムの IDを持つユーザのみ開催することができます。 
(2) ゲスト参加者 

   ① 美ら島 e-net（遠隔学習）システムからの参加者 
   ② JoinMeetingからの参加者 

３．２ ＴＶ会議の流れ 

(1) 美ら島 e-net（遠隔学習）システムの ID を持つユーザが，所属校でミーティングを開催
します。 
(2) ゲストでミーティングに参加します。 
① 美ら島 e-net（遠隔学習）システムの ID を持つユーザは，パーソナルポータルサイト
の「ゲストログイン」からミーティングに参加 
② 美ら島 e-net（遠隔学習）システムの ID を持たない場合は，JoinMeeting にアクセス
し，ミーティングに参加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ ＴＶ会議を利用する前に  
４．１ クライアントソフトのインストール  

 
(1) パーソナルポータルサイトへログインし，TV会議をクリックします。 
            
 
 
 
 
 
 
(2) TV会議ホーム画面（JoinMeeting） 
のページが表示されます。 

画面の左側にある【ソフトウェアの 

インストール】の項目の中から， 

「JOINNETクライアント･ソフトウェアの 
ダウンロード」をクリックします。 

美ら島 e-net（遠隔学習）システム 
ID・PWによりミーティング開催 

①美ら島 e-net（遠隔学習） 
システムのゲスト参加 

②JoinMeetingのURL 
よりゲスト参加 
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(3) ダウンロード画面に移ります。 
【JoinMeeting Client】の中か 
ら一番上の右側にあるVer4.4.3 
【download】をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

(4)【ファイルをダウンロード】するた 

 めのダイアログボックスや，【セキュ 

リティー警告】のダイアログボックス 

が表示されます。 

ボックス内のメッセージを確認し， 

  「実行」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5)【セレクト･ランゲージ】ダイアログボックスが表示されます。 

【Japanese】を選択し，「OK」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第９章 美ら島 e-net（遠隔学習）システムの活用 

 (6)【セットアップウィザード】が起動 

します。 

ボックス内の操作手順に従い，「次 

へ」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 

 
(7) 左の使用許諾の画面が表示されたら， 
「はい」のボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(8) 右のインストール先の選択画面が表示 
されたら，内容を確認し（通常はそのま 
ま）「次へ」のボタンを押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
(9) インストール処理が行なわれます。 
 
 
 
 
 
 

(10)右のインストール完了の画面が表示 
されたら，「完了」ボタンをクリックし 
ます。 

 
以上で，クライアントソフトのインス 
トールは完了です。 
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４．２ テストウィザードの実行 

 Webカメラとヘッドホンセットを接続してから行います。 
  
(1) TV会議ホーム画面（JoinMeeting) 
画面の左側にある【ソフトウェアの 

インストール】の項目の中から，「テ 

ストウィザードを実行する」をクリッ 

クします。 

 
 
 
 
 
 
 
            
(2) ビデオキャプチャーデバイスの中か 
ら「USBビデオデバイス」を選択し， 
「OK」ボタンをクリックします。 

 
   カメラが正常に認識されると，映像 
が表示されます。 

 
 
 
 
 
(3) 映像の表示を確認後，「次へ」ボタ 
ンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 【音量ミキサ】（Vista版）が表示 
されるので，スピーカ・マイク音量 
の調整を行い，画面を閉じた後「次へ 
」をクリックします。 
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(5) ネットワーク接続テスト」をクリッ 
クします。 

 
 
 
 
 
 
(6) オーディオ／ビデオバケットのネッ 
トワーク伝送テストが稼働します。 

 
 
 
 
 
 
(7)「ネットワーク状況は良好です」が 
表示された後「OK」ボタンをクリッ 
クします。 

 
 
 
 
 
 
(8) 右のMCUサーバへの接続確認画面が 
 表示された後，「次へ」のボタンをクリ 
ックします。 

 
 
 
 
 
 
 
(9) 「テストウィザードが終了しました」 
 が表示されたら「完了」ボタンを 
クリックします。 

 
 
 
 
 
(10)右の画面が表示されたら，「はい」 
ボタンをクリックし JoinMeetingを終 
了します。 
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５ ミーティングの開催  
 (1) TV会議ホーム画面（JoinMeeting)を 
表示させ，「ミーティング開始」をクリ 
ックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2) ミーティングの設定画面が表示され 
ます。 
必須項目のうち「録画」をNo，「討 
論モード」をYesに設定し，実行ボタ 
ンをクリックします。 

 
 
 
 
 
(3) ファイルのダウンロードを実行します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) ビデオキャプチャーデバイスをリストの中から「USBビデオデバイス」に設定し， 
「OK」ボタンをクリックします。  
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(5) 画面左上のミーティングルームより 
カメラとマイクをクリックし，映像と 
音声をオンにします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6) 下のように，映像が表示されるとミーティング開催の終了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(7) 会議主催者は，参加者の受付（入室許可）を行います。表示されている名前を見て「許

可」または「拒否」ボタンをクリックします。 
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６ 美ら島 e-net システムからのゲスト参加  
ＩＴ教育課が主催している TV会議に参加します。 
Webカメラとヘッドホンセットを PCに接続してから行います。 

 
 (1) パーソナルポータルサイトへロ 
グインし，「ゲストログイン」をク 
リックします。 

            
 
 
 
 
 
 
(2) 右の TV会議ホーム画面 
 （JoinMeeting)が表示されます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
(3) ユーザディレクトリにあるボックスに「ＩＴ教育課」と入力し，検索ボタンを 
クリックします。“ＩＴ”は半角英字（日本語入力OFF）で入力します 

 
 
 
 
 
 
                              
 
 
 
                                                             
(4) 「ＩＴ教育課」が表示されたら，クリックします。名前の入力画面が表示されます。 
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(5)【名前ボックス】に学校名を入力し「実行」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6)【カメラの設定】のボックスが表示された場合は「USB ビデオデバイス」を選択し，
「OK」ボタンをクリックします。 
ミーティングの主催者が「参加許可」を行い，カメラに映像が表示されると TV 会議へ
参加できたことが確認できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(7) カメラの映像が表示されない場合は，左上のマイクとカメラのボタンに赤いマークがつ

いていないか確認します。 
赤いマークがついている場合は，ボタンをクリックして解除します。 
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７ ＪｏｉｎMeeting からのゲスト参加 
ＩＴ教育課が主催しているＴＶ会議に参加します。 
Webカメラとヘッドホンセットを接続してから行います。 
(1) アドレスバーに以下の URL を入力し，JoinMeeting の「Guest」ページを表示します。 
＜URL＞  http://ff.open.ed.jp/mmc2/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 「４ TV 会議を利用する前に」に従い，「クライアントソフトのインストール」と
「テストウィザードの実行」を行います。 

 
 
(3) ユーザディレクトリにあるボ 
ックスに「IT教育課」と入力 
し検索ボタンをクリックします。 
 “IT”は半角大文字（日本語 
入力OFF）で入力します。 

 
 
 
(4) 「ＩＴ教育課」が表示されたら，クリックします。 
名前の入力画面が表示されます。 
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(5)【名前ボックス】に学校名を入力し「実行」ボタンをクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6)【カメラの設定】のボックスが表示された場合は「USBビデオデバイス」を選択し， 
「OK」ボタンをクリックします。 
ミーティングの主催者が「参加許可」を行い，カメラに映像が表示されると TV会議へ参
加できたことが確認できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(7) カメラの映像が表示されない場合は，左上のマイクとカメラのボタンに赤いマークがつい

ていないか確認します。 
赤いマークがついている場合は，ボタンをクリックして解除します。 
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８ ＪｏｉｎMeeting の操作方法 
 

８．１ 役割分担 

 
役 割 説 明 

会議 
主催者 

会議を主催する人です。以下の権限を持ちます。  
○会議を主催する 
○トークン(議長権)を参加者に渡す，取り戻す 
○招待者以外の参加者の受け入れを許可する 
○会議を終了させる 
○会議中の録画のON/OFFの選択を行なう 
会議主催者は会議開始時にトークン（議長権）を持っています。 
また次に説明するトークンホルダ（議長）の役割を兼任しています。  

トークン 
ホルダ 
(議長） 

トークン（議長権）を所有している人です。以下の権限を持ちます。 
○トークン（議長権）を参加者に渡す 
○発言 
○資料アップロード 
○インタラクティブボードへの書き込み 
○JoinNetブラウザの操作 
○デスクトップ共有 
○リモートコントロールの操作者／被操作者を指定 
○リモートコントロールの操作者／被操作者 
○質問許可(指名) 
○質問の強制終了 
他のメンバーにトークン（議長権）を渡すまで，会議の流れをコントロー

ルする役割を担います。  

質問者 

質問者とは質問権限を持つ人です。以下の権限を持ちます。 
○発言 
○資料アップロード 
○インタラクティブボードへの書き込み 
○リモートコントロールの操作者／被操作者 
○質問の終了  

参加者 

参加者は，上記いずれの役割も持たない，会議に参加しているメンバー

のことを表します。  
○トークンホルダ（議長）と質問者の会話を聞くことができます。  
○インタラクティブボードの資料をリアルタイムに参照することがで

きます。 
○テキストチャットを入力することができます。 
○「発言」ボタンを押して，質問者になることができます。  
○トークン（議長権）を持てばトークンホルダ（議長）になることが 
 できます。  
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８．２ 画面構成 

  JoinMeeting は，５つのウィンドウ（ミーティングルーム，インタラクティブボード，
コントロールパネル，テキスト，チャット，セカンドビデオウィンドウ）から構成されて

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① ミーティングル

ーム  
発言者の映像を表示し，ボタンによる基本操作を行なうことが

できます。  

② コントロールパ

ネル  
参加者の状態表示と「トークン（議長権）」や「発言権」の受け

渡し等を行うことができます。  

③ テキストチャッ

ト  
全ての参加者とテキストメッセージを共有することができま

す。  

④ インタラクティ

ブボード  
資料共有ボードです。  

⑤ セカンドビデオ

ウィンドウ  
個別に任意の参加者を表示できるプライベートウィンドウで

す。  
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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９ 学習管理システムの活用方法 

９．１ システムの概要 

本システムでは，以下の形態での授業，学習が行えます。 

 

(1) みんなでスタディ／つづきをスタディ 

複数の学習者が一斉に同じ学習を行う形態（みんなでスタディ）と，学習者が個人個人の

ペースで学習する形態（つづきをスタディ）のどちらにも対応できます。 

管理者が名簿や学習教材・学習内容を設定すると，Web上から学習者がいつでも，どこか
らでも学習をすることが可能になります。 

(2) ひとりでスタディ 

サーバに設定された教材を学習者が自分で選んでひとりで学習したり，自分自身の学習記

録を見ることができます。 

管理者が名簿と教材を設定すると，Web上から学習者がいつでも，どこからでも学習をす
ることが可能になります。 

 

９．２ 授業を行うには 

  (1) みんなでスタディ／つづきをスタディで授業を行うための標準的なフロー 

 

   

                 管理者が設定していることを確認します。 

                   （９．３参照） 

     

                  みんなでスタディ／つづきをスタディの管理 

 （９．４，９．５参照） 

 

 

                  みんなでスタディ／つづきをスタディで学習する 

場合の操作 （９．６参照） 

 

                  みんなでスタディでの学習の運用と理解状況の把握分析 

（９．７参照） 

 

 

(2) ひとりでスタディで学習を行うための標準的なフロー 

 

   

                 管理者が設定していることを確認します。 

                    （９．３参照） 

     

                  ひとりでスタディで学習する場合の操作 

（９．６（2）参照） 

 

                  みんなでスタディでの学習の運用と理解状況 

の把握分析 （９．７参照） 

 

 

 

名簿の登録 

みんなでスタディ 

つづきをスタディ 

学習（授業） 

理解状況の分析 

準
備 
運
用 

名簿の登録 

学習（授業） 

理解状況の分析 

準
備 

運
用 
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９．３ 先生用画面の基本操作 

（1） 名簿の登録 

  ①  美ら島e-net（遠隔学習）システムのポータルサイトにログインし，画面下の「担当児童
生徒一覧」ボタンをクリックします。 

 

 

 

  

 

  ②  「新規追加」ボタンをクリックし，「新規生徒追加ページ」を表示させ，担当する児童

生徒を選択し，「OK」ボタンをクリックすることにより登録が行えます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 開始と終了 

①  トップページの呼び出し 

美ら島e-net（遠隔学習）システムポータルサイトのトップページから「学習管理システ
ム」のボタンをクリックし，学習管理システムのトップページを表示します。 

②  終わりかた 

先生用管理画面を終わるには「おわる」ボタン，「OK」ボタンをクリックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

登録クラス 

ログイン者の名前 
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（3） みんなでスタディ／つづきをスタディの場合の操作 

①  画面について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  メニューボタン 

○  みんなでスタディの管理 

一斉授業形態での授業の設定を行います。 

○  つづきをスタディの管理 

学習者が個別に学習するための設定を行います。 

○  クラス別理解状態 

理解状態の表示を行います 

○  個人別理解状態 

理解状態の表示を行います。 

○  S-P表・U-P表 
S-P表・U-P表の表示を行います。 

○  ひとりでスタディ 

ひとりでスタディで学習した理解状態の表示を行います。 

○  教材管理 

教材の登録や確認，削除などの管理を行います。 

○  環境設定 

環境設定を行います。 

○  接続管理 

みんなでスタディ／つづきをスタディを学習している人のログイン状況の確認を行い

ます。 

○  おわる 

ログアウトします。 

○  マイページの設定 

利用目的や使用環境に合わせて，使いやすい画面に設定できます。 

※ログインした人の権限により，表示されないメニューボタンがあります。 

 

注意：名簿管理や編集・変更を行ったときは，最後に必ず［保存終了］ボタンをクリック

してください。［保存終了］ボタンをクリックしないと，編集・変更した内容は保

存されません。 

 

メニューボタン 
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（4） ひとりでスタディの場合の操作 

   みんなでスタディ／つづきをスタディ画面メニューの「ひとりでスタディ」を選択します。 

①  画面について 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  メニューボタン 

○  メニューボタン 

教材別理解状態教材ごとの理解状態が把握できます。 

○  個人別理解状態 

個人別に理解状態を把握できます。 

○  学習者ログイン状況 

現在ログインして「ひとりでスタディ」を学習している学習者を確認します。 

○  理解状態を閉じる 

ひとりでスタディの理解状態を閉じてみんなでスタディ/つづきをスタディに戻りま

す。 

 

③  みんなでスタディ／つづきをスタディ画面への戻りかた 

メニューから「理解状態を閉じる」を選択します。「２.３.２みんなでスタディ／つづ

きをスタディの場合の操作」で説明の画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログイン者の名前 

メニューボタン（ツリー構造） 
 先頭に「＋」マークがついている項目をクリックすると，

「－」マークに変わり，サブメニューが表示されます。 



ICT教育研修テキスト 

９．４ みんなでスタディの管理 

 １つのクラスに設定できる学習は，一度に１つだけです。 

(1) 学習管理システムのトップページを表示し，「新規作成」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 下の教材選択画面が表示されたら，「フォルダ階層で検索を行う」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 「学習」→「小学校」→「６年生」の順でフォルダを選択します。 
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(4) 教材を確認するには「プレビュー」ボタンを，内容を確認するには「詳細」をクリックしま

す。選択する教材が決定すると，ラジオボタンで教材を選択し，「次へ」ボタンをクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) ラジオボタンでクラスを選択し，「次へ」ボタンをクリックします。 
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(6) 内容の確認し「設定」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  担当者 

必要に応じて指導者権限グループを選択して，授業を実施する先生を選択します。 

○  学習状況 

設定後すぐに学習が可能な状態にする場合は，「学習中」をラジオボタンで選択します。

「終了」を選択したときは，「学習一覧」画面で［学習再開］ボタンをクリックするまで，

学習はできません。 

○  学習応答記録 

学習応答記録を「とる」，「とらない」をラジオボタンで選択します。 

○  パスワード 

「先生を呼びなさい」機能で使うパスワードを入力します。パスワードは１文字以上，

６文字以内で入力します。 

 

(7) 一覧画面に授業が行える学習が追加されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［つづきをスタディへ］ボタンをクリックすると，「みんなでスタディの管理」からつづき

をスタディの管理」の一覧に移動し，「つづきをスタディ」で学習を進めることができるように

なります。 

            ［理解状態の表示］ボタンをクリックすると，「理解状態の表示／総合」画面を表示します。

学習状態が「学習できます」の場合は，下の例に示す画面が表示され，学習者の学習状態が把握

できます。 
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(8) パスワード 

①  教材の中で，先生の個別指導が必要な場面で「先生を呼ぼう」などの画面表示をしたあ

と，学習者を先に進めなくする機能を利用している場合があります。この機能をパスワー

ド機能，または「先生を呼ぼう」機能と呼びます。 

このようなメッセージが表示されたときは，先生を呼ぶように指導してください。 

先生は，この学習者に対して個別指導を行います。指導後，先生が知っているパスワー

ドを入力して，学習を続けさせます。 

パスワードは，「みんなでスタディの管理」画面の［設定］ボタンをクリックして表示

される画面で設定します。パスワードは，１文字以上，６文字以内で入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② パスワードの入力 

「みんなでスタディ」の学習中に， 

学習者用コンピュータ上で先生が行う 

操作です。 

パスワード機能が設定されている 

と，右の例のような画面が表示され 

ます。 

 

※ 指導後，設定してあるパスワードを入力します。パスワード入力ボックスには「＊」ま

たは「●」が入力文字数分表示されます。 

パスワードが一致すると，学習が再開できます。 

学習者はパスワードを知らないので， ボタンを押しても先に進むことはできません。

通常，個別指導する内容は，教材概要書やパスワードを入力したあとの画面に書かれてい

ます。その内容に沿って指導してください。教材によっては，個別指導の内容が書かれて

いないこともあります。 

教材は，授業に利用する前に，あらかじめその内容を把握しておいてください。 

 

 

９．５ つづきをスタディの管理 

(1) 「つづきをスタディの管理」ボタンをクリックします。 
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(2) 「クラス名」をクリックすると，学習が行える学習一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなでスタディへ」ボタンをクリックすると，学習の設定が「つづきをスタディの管

理」から「みんなでスタディの管理」へ移動します。 

 

(3) 教材の新規登録 

「新規作成」ボタンをクリックします。 
複数の教材を選択して，複数のクラスに対して学習を設定することができます。 
［次へ］ボタンで，クラスの選択画面が表示されます。 
クラス数が多い場合，クラスの抽出条件の設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) チェックボックスでクラスを選択し，「次へ」ボタンをクリックします。 
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(5) 内容を確認して「設定」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 一括処理のしかた 

  登録された教材の「学習開始」「学習停止」「削除」の一括処理が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．６ 学習者用コンピュータの操作 

(1) みんなでスタディ／つづきをスタディで学習する場合の操作  

①  パーソナルポータルサイトから「学習管理システム」ボタンをクリックします。 

学習者用画面のメニューボタンから，「みんなでスタディ」／「続きをスタディ」を

千択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜みんなでスタディ＞             ＜つづきをスタディ＞ 
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 「みんなでスタディ」で設定されている学習も一覧に表示されます。つづきをスタディの

場合，教材の一覧表の背景色は学習の状態によって，以下のように変わります。 

○  まだ学習していない教材：灰色 

○  学習中の教材：桃色 

○  終了した教材：水色 

 

②  各ボタンの機能 

[みんなでスタディ]   みんなと一斉に学習を開始します。 

[つづきをスタディ]   放課後や自由時間に個別に学習のつづきを学習します。 

[ひとりでスタディ]   ひとりで学習する教材を選択して学習を開始します。 

[記録]         「みんなでスタディ」あるいは「つづきをスタディ」で学習し

た教材ごとに得点が確認できます。 
[おわる]               美ら島 e-net 学習支援システムの利用をやめるときに 

クリックします。 
[マイページの設定]      表示項目を設定します。 

 

③ 学習を開始します。 

○ みんなでスタディ 

学習する教材の［はじめる］ 

ボタンをクリックします。 

 

 

 

○ つづきをスタディ 

学習する教材の［学習開始］あるいは［スタート］ボタンをクリックします。 

学習する教材を表示し，学習する教材の「学習開始」あるいは「スタート」ボタンをク

リックします。教材が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  記録の確認 

「記録」（または［きろく］） 

ボタンをクリックすると，学習 

した教材ごとの得点率（総得点 

／総配点×100）が一覧表で表 

示されます。 

学習者にわかりやすいように， 

単位は「得点」と表記していま 

すが，実際には得点率を表示し 

ます。 
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(2) ひとりでスタディで学習する場合の操作 

 ① 学習の開始のしかた 

パーソナルポータルサイトから「学習管理システム」ボタンをクリックします。 

学習者用画面のメニューボタンから，「ひとりでスタディ」を選択します。学習画面が

表示されます。学習の準備ができていないときは，「学習できる教材はありません。」

のメッセージが表示されます。［戻る］ボタンをクリックし，確認画面で［OK］ボタン
をクリックすると，ログイン画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 各ボタンの機能 

［■学習する］    学習を開始します。 

［▲続きを学習する］ 途中で終わった学習を続きから再開します。 

［●記録を見る］   学習した教材ごとに得点などが確認できます。 

［×学習を閉じる］  学習画面を閉じるときにクリックします。 

③ 新規に学習を始めるとき 
「■学習する」ボタンをクリックし， 教材一覧を表示します。 
学習する教材の「学習開始」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ つづきを学習するとき 

「▲続きを学習する」ボタンをクリックします。 

途中まで学習した教材が一覧で表示されます。続きを学習する教材がないときは，空白

の一覧が表示されます。 

続きを学習する教材の［学習開始］ボタンをクリックします。 

途中で終わった学習を続きから再開します。 
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(3) 記録の確認 

学習画面で［●記録を見る］ボタンをクリックすると，学習した教材ごとの点数や目標，

多かった間違い，順位などが一覧表で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 記録を見る期間を，「１ヶ月以内の記録」，「３ヶ月以内の記録」，「６ヶ月以内

の記録」，「全部の記録」から選択できます。 

② 教材名をクリックすると，記録の詳細が表示されます。 

③ 「ここまでの順位」は現時点の得点の順位です。回答するまでの時間や，取り組ん

だ問題数の多い少ないには関係しません。 

また，学習途中から表示されます。学習終了者の順位ではありません。 

④ 配点が設定されていない教材の場合は，「－」が表示されます。 

⑤ 「間違いの傾向１」，「間違いの傾向２」（または「いちばん多かった，まちがえ

かた」，「２ばんめに多かった，まちがえかた」）は，教材に登録されている応答

カテゴリーの中から多い物２個を抽出して表示されます。 

 

９．７ 理解状態の把握・分析 

(1) 理解状態把握画面の概略 

理解状態の把握と・分析には，メニューボタンの「クラス別理解状態」，「個人理解状態」，

「S-P表・UP表」から，「ヒストグラム」や「進行状況表示」，「個人理解状態」等の分析デ
ータを取得することができます。 

教師は，これらのデータを参照しながら，児童生徒の理解の様子を把握し，個別指導を

行うなど手だてを講じることができます。 
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 ① 「クラス別理解状況」ボタンをクリックし，「クラス」を選択します。 

把握・分析を行う教材名を選択し「表示」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 「理解状態の表示／総合」が表示され，さらに「ヒストグラム」や「進行状況表示」

等を選択することにより，細かい分析を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 主な理解状態の把握・分析 

① ヒストグラム 

理解状態の表示画面で「ヒストグラム」ボタンをクリックすると，その時点のクラス全

体の理解状況を次のようなヒストグラムで表示します。 

全体の理解状態，間違いの傾向などが把握できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンをクリック 
することで， 
「ヒストグラム」 
「進行状況示」 

「  」のクリッ
クで拡大表示 

目
標
の
達
成
度 

誤
答
傾
向 
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［10人］，［20人］，［40人］ボタンをクリックすると，グラフの最大人数のスケール

が切り替わります。 

［任意のスケールに切替］ボタンで最大人数を任意に切り替えることができます。 

 

 

＜ヒストグラムから把握できること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間違いの多い

カテゴリー 

間違いの少な

いカテゴリー 

よく理解でき

ている項目 

理解できていな

い人が多い項目 
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② 進行状況表示 

  理解状況の表示画面で「進行状況表示」ボタンをクリックすると，学習者ごとの進

行状況が確認できます。 

 

③ 観点別表示 

  理解状況の表示画面で「観点別表示」ボタンをクリックすると，目標や変数の一覧

を表示します。また，指定した観点別にクラス全員の値を一覧で表示します。 

教材内でのオーサ評価変数の使用目的が，メッセージデータとして登録されている

場合は，変数名の右に使用目的（注釈文）が一緒に表示されます。 

 オーサ評価変数の使用目的が登録されている場合，目標と応答カテゴリーの内容が

表 示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 使用目的の登録について 

オーサ評価変数の使用目的は，教材作成支援ソフトウェアの「目標／応答カテゴリ」，「変

数の使用目的」機能で登録します。 

目標変数，応答カテゴリー変数については「目標／応答カテゴリー」で登録し，その他の変

数は「評価変数の使用目的」で登録します。 

観点別表示で目標番号または変数名をクリックすると学習者一覧が表示されます。 

 

メモ  



ICT教育研修テキスト 

学習者各々の問題数，正答数，正答率が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点別表示で学習者をクリックすると個人別のオーサ評価変数をします。一覧が表示さ

れます。 

「目標」，[応答カテゴリー] ，「２値変数」等のデータが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


